
ウクライナに対する侵略犯罪に関する特別法廷の設立に関するコア・グ

ループ首脳オンラインサミットにおける山田副大臣ビデオ・メッセージ 

 

日本国外務副大臣の山田賢司です。 

 

ウクライナが、ロシアによる侵略という大きな国難に直面する中で、ゼ

レンスキー大統領のリーダーシップ、そして祖国と自由を守るために立ち

上がっているウクライナ国民の、勇気と忍耐に最大限の敬意を表したいと

思います。 

 

ロシアによる侵略は深刻な国際法違反であり、その責任が問われなけ

ればなりません。また、戦争犯罪及びその他の残虐行為の不処罰はあっ

てはなりません。 

 

日本は本年のＧ７議長国として、国際刑事裁判所によるものを含めた

国際的なメカニズムにより、責任を有する者の責任を国際法と整合的な

形で追及するというＧ７のコミットメントを、先のＧ７長野県軽井沢外相会

合において表明したところです。この考えの下、国際社会からの幅広い支

持を得るべく、ウクライナをはじめ、Ｇ７や同志国との間で引き続き緊密に

連携していきます。 

 

先日、岸田総理がウクライナを訪問した際、岸田総理はゼレンスキー

大統領に、厳しい対露制裁と強力なウクライナ支援を継続していくとの日

本の決意を直接伝え、日本とウクライナとの連帯を改めて確認しました。 

 

来週行われるＧ７広島サミットにおいても、引き続きウクライナを力強く

支援し、自由で開かれた国際秩序を守り抜くという強い決意を国際社会

に示したいと考えています。 

 

ウクライナの美しい大地に平和を取り戻すべく、日本はウクライナと共

に歩んでいきます。                              （了）  


